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仙台高等専門学校　校長　　福 村  裕 史

　高専という教育制度が日本の歴史に登場してから、半世紀あまりが過
ぎました。急速な工業化と経済成長に伴って、生産現場で実践的技術を有
する人材が渇望された時代、高専は産業界の要請に応えて多大な貢献を
してきました。このことは現在でも20倍という高い求人倍率を誇ってい
ることからも明らかです。また、経済成長期を迎えているアジア諸国は、
工業化のための環境整備の必要性から、日本の高専型教育制度に熱い視
線を注いでいます。

　一方、日本は21世紀に入ってから幾つかの問題に直面しています。企業のグローバル化は、アジアの
みならず世界の各地の生産現場に対応できる技術者を要請しています。現地の人々の生活と文化を理
解し、生産現場で十分なコミュニケーションのできる語学力を持つ技術者が望まれているのです。日本
社会の高学歴化は、最先端で働く理工系技術者のほとんどが大学院修士課程を修了しているという状
況を生み出しました。さらに先進諸国の産業界が必要とする技術も変わりつつあります。ロボットやド
ローンが日常化し、それらのハードウエアのみならず制御技術も重要となってきました。微細加工には
各種の自動加工機や３Dプリンターが進出しています。主として機械装置であった自動車は、今や電子
機器から情報機器へと進化を遂げつつあります。ナノテクノロジーは材料科学から医療・生命科学に浸
透し、情報の操作と蓄積を主とする産業は著しく発展し続けています。世界に目を向ければ、地球環境
変化や巨大自然災害、原発事故処理への対応など、未解決問題が山積みと言えるでしょう。
　このような時代の変化に応えるためには、特定の専門分野において信頼できる実践技術を有する上
に、広い視野と外国語によるコミュニケーション能力を持ち、ルーチンで解決できない問題に挑戦でき
る人材を育成しなければなりません。その解決策を追求するに当たっては、社会に対する責任感と倫理
観を大切にし、様々の局面で自ら行動する能力が必要です。現代社会の要請に沿った技術者としての素
養を身に付けた後は、直ちに就職して社会貢献するだけではなく、大学編入学や専攻科修了後の大学院
進学によって、より高度な技術者になる道もあるでしょう。教育にかかるコストが問題になる中、既存
の高校・大学という教育課程に比較すれば、はるかにコスト・パフォーマンスに優れたシステムとも考
えられます。さらに、産業基盤を支える技術や資格を有することは、男女に関わらず社会に貢献できる
道であることも忘れてはなりません。
　新しい時代に即した教育をめざして、高専のカリキュラムと教育体制は生まれ変わりつつあります。
これが社会全体に受け入れられるためには、十分な広報活動が必要と考えています。関係者の皆様に
は、なお一層のご支援をお願いします。
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校歌
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ

 萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る

 自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに

 たゆまぬ努力で　叡智を磨く

 友よ究めん　科学の真理

 ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら

校章
心のある技術者、そして、心に訴える
ものづくりができる人材を育ててほしい
という思いを込めて「心」を図案化

マスコットキャラクター
ロボットの「ロ」、キジの「ジ」、
新学科は七つで、タイ語で七の「ジェット」、
ロジックの「ロジ」から
「ロジェット」と命名

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も

 ひとつになりて　大海原へ

 友愛（あい）を奏でる　波の音

 溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる　

 友よ語らん　我らの使命

 ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力

３. 高き理想と　鍛えし技で

 宮城（ここ）を要に　花咲く文化

 新たな息吹　頬（ほほ)にうけ

 豊かな創造　時代を拓（ひら）く

 友よ学ばん　希望に燃えて

 ああ　仙台高専　輝く未来

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美

■デザイン

特　色 DIC254
プロセスカラー Ｃ100 / Ｍ60 / Ｙ18 / Ｋ0
RGBカラー Ｒ0 / Ｇ93 / Ｂ153
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設立理念
　現在、社会から高専に期待されている「幅広い場で活躍する実践的・創造的技術者の養成へ」に応えるために、仙台高等専門学
校の教育研究上の理念を下記のように設定する。

「高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的・創造的な能力を有し、次世代のも
のづくり技術者として国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人間
社会の調和的発展に寄与する。」

目　的
　仙台高等専門学校は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づき、深く専門の学芸
を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。

１．主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成
２．広い視野をもつ実践的で創造的な技術者の養成
３．地域や国際社会に貢献できる技術者の養成

教育目標

ディプロマポリシー
　仙台高等専門学校は目標とする人材を育成するため、本校に在籍し準学士課程において以下に掲げるような能力・姿勢を身に付
け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。
　①　工学分野についての幅広い知識と技術を活用できる実践的な能力
　②　異なる分野を融合させて新しい価値を創出できる創造的な能力
　③　国際的に通用する基礎的なコミュニケーション能力
　④　技術者として社会的役割や責任を自覚して行動する姿勢

■コースのディプロマポリシー

情報システム
　総合工学科のディプロマポリシーに加
え、情報システムコースは、その目標とする
人材を育成するため、以下に掲げる能力を
身に付け、所定の単位を修得した学生に対
して、卒業を認定する。
①　ソフトウェアの体系的な知識と技術
②　ハードウェアやネットワーク等の基
盤技術

③　情報システムの視点に立った論理的
かつ実践的思考能力

④　情報システムの社会的な役割を理
解し、技術的課題を解決できる能力

情報通信
　総合工学科のディプロマポリシーに加
え、情報通信コースは、その目標とする人材
を育成するため、以下に掲げる能力を身に
付け、所定の単位を修得した学生に対して、
卒業を認定する。
①　情報通信、ネットワークの体系的な
知識と技術

②　ソフトウェアやハードウェア等の基盤
技術

③　情報通信の視点に立った論理的か
つ実践的思考能力

④　情報通信の社会的な役割を理解し、
技術的課題を解決できる能力

知能エレクトロニクス
　総合工学科のディプロマポリシーに加
え、知能エレクトロニクスコースは、その目
標とする人材を育成するため、以下に掲げ
る能力を身に付け、所定の単位を修得した
学生に対して、卒業を認定する。
①　電子工学の体系的な知識と技術
②　ソフトウェアやネットワーク等の基盤
技術

③　電子・情報系の視点に立った論理的
かつ実践的思考能力

④　知能化の進むハードウェア技術の社
会的な役割を理解し、技術的課題を
解決できる能力



■コースのカリキュラムポリシー

　ディプロマ・ポリシーに掲げた能力の育成を目的に、「くさび形教育」、「スパイラル教育」、「アクティブ・ラーニング」を共通

基盤として、以下の内容を備えたカリキュラムを編成する。

①　工学分野の実践的な能力の育成

　　・専門科目の内容の連続性・関連性・継続性を考慮した学年配置を行う。

　　・実験・実習・演習などの実体験を伴う科目を数多く配置する。

②　創造的な能力の育成

　　・低学年から高学年まで、創造性の育成に関連した幅広い科目を配置する。

③　国際的に通用する基礎的なコミュニケーション能力の育成

　　・英語や国語などの科目を配置すると共に、様々な科目においてディスカッションやプレゼンテーションの機会を設定する。

④ 　技術者として社会的役割や責任を自覚して行動する姿勢の育成

　　・社会人として求められる多様な教養や倫理観を育成するために、広範なリベラル・アーツ科目を配置する。

　これらの科目群に係る単位修得の認定は、定期試験並びに小テスト、レポート、プレゼンテーションなどの成績を総合的に評価し認

定する。

　科目の成績は、下記の基準により評価する。

　　　　　Ｓ（90～100点） 特優　　　Ａ（80～89点） 優　　　Ｂ（70～79点）  良　　　Ｃ（60～69点） 可　　　Ｄ（0～59点）  不可

カリキュラムポリシー

ロボティクス
　総合工学科のディプロマポリシーに加
え、ロボティクスコースは、その目標とする
人材を育成するため、以下に掲げる能力
を身に付け、所定の単位を修得した学生
に対して、卒業を認定する。
①　ロボティクスの体系的な知識と技
術

②　機械・電気・電子・情報等の基盤技
術

③　ロボティクスの視点に立った論理
的かつ実践的思考能力

④　ロボティクスの社会的な役割を理
解し、技術的課題を解決できる能
力

マテリアル環境
　総合工学科のディプロマポリシーに加
え、マテリアル環境コースは、その目標と
する人材を育成するため、以下に掲げる
能力を身に付け、所定の単位を修得した
学生に対して、卒業を認定する。
①　マテリアルサイエンスの体系的な
知識と技術

②　化学，生物学等の基盤技術と知識
③　マテリアルサイエンスと地球環境
の視点に立った論理的かつ実践
的思考能力

④　マテリアルサイエンスの社会的な
役割を理解し、技術的課題を解決
できる能力

機械・エネルギー
　総合工学科のディプロマポリシーに加え、機械・
エネルギーコースは、その目標とする人材を育成
するため、以下に掲げる能力を身に付け、所定の
単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。
①　機械工学、電気工学、材料工学の分野に
わたるエネルギーシステムに関する体系
的な知識と技術

②　要素技術や融合・複合システムの設計・分
析・評価等の基盤技術

③　エネルギー技術と工学の視点に立った論
理的かつ実践的思考能力

④　エネルギー技術と工学の社会的な役割を
理解し、技術的課題を解決できる能力

建築デザイン
　総合工学科のディプロマポリシーに加え、建築デザインコースは、
その目標とする人材を育成するため、以下に掲げる能力を身に付
け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。
①　建築デザインの体系的な知識と技術
②　都市及び建築に関わる基盤技術
③　建築デザインの視点に立った論理的かつ実践的思考能力
④　建築デザインの社会的な役割を理解し、技術的課題を解決で
きる能力

応用科学
　総合工学科のディプロマポリシーに加え、応用科学コースは、その
目標とする人材を育成するため、以下に掲げる能力を身に付け、所
定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。
①　自然科学の体系的な知識と関連技術
②　情報・電気電子・機械・材料等の基盤技術
③　自然科学の視点に立った論理的かつ実践的思考能力
④　科学と技術の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決でき
る能力

情報システムコース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、情報システムコースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。

　①　情報システムの中核となる情報工学基礎、情報処理等の知識と技術を体系的に習得させる。

　②　情報システムを支える計算機システム、電気電子・通信等の情報・電子系に必要とされる基本的な知識を習得させる。

　③　情報システムの実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。

　④　インターンシップや卒業研究等を通して、情報システムの社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。



ロボティクスコース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、ロボティクスコースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
　①　ロボティクスの中核となるロボット工学とその関連分野の基礎知識と技術を体系的に習得させる。
　②　ロボティクス技術を支える機械力学、電気・電子回路、情報技術等のロボティクスに必要とされる基本的な知識を習得させる。
　③　ロボティクスの実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
　④　インターンシップや卒業研究等を通して、ロボティクスの社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。

知能エレクトロニクスコース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、知能エレクトロニクスコースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
①　電子機器の中核となるエレクトロニクス及び各種デバイス等の知識と技術を体系的に習得させる。
②　機器の知能化を支えるプログラミング及びマイクロコンピュータ技術等の情報・電子系に必要とされる基本的な知識を習得
させる。

③　電子・情報系の実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
④　インターンシップや卒業研究等を通して、知能化の進むハードウェア技術の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる
能力を育成する。

マテリアル環境コース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、　マテリアル環境コースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
①　マテリアル環境の柱となるマテリアルサイエンスの知識と技術を体系的に習得させる。
②　地球環境の理解の基礎となる化学・生物学の基本的知識を習得させる。
③　マテリアルサイエンス、環境分析に関する実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
④　インターンシップや卒業研究等を通して、マテリアルと環境の視点から創造性や問題解決能力を高め、環境維持と社会発展に

貢献できる能力を育成する。マテリアル技術の社会的役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。

機械・エネルギーコース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、機械・エネルギーコースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
①　エネルギーシステムの柱となる機械工学、電気工学、材料工学等の知識と技術を体系的に習得させる。
②　エネルギーシステムを支える「ものづくり」や電気回路、材料物性等の要素技術や複合・融合システムの創造・設計に必要とさ

れる基本的な知識を習得させる。
③　エネルギーシステムやその要素技術の実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
④　インターンシップや卒業研究等を通して、エネルギー技術と工学の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育
成する。

建築デザインコース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、建築デザインでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
①　建築デザインの中核となる都市・建築学とその関連分野の基礎知識と技術を体系的に習得させる。
②　建築デザイン技術を支える建築計画、建築設計、建築環境、建築構造等の未来の都市・建築を生み出すために必要とされる基本

的な知識を習得させる。
③　建築デザインの実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
④　インターンシップや卒業研究等を通して、建築デザインの社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。

応用科学コース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、応用科学コースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
　①　自然科学の中核となる古典力学、量子力学、熱統計力学等の知識と技術を体系的に習得させる。
　②　最先端の科学技術を支える物性、情報、非線形システム等の応用物理・物理工学系に必要とされる基本的な知識を習得させる。
　③　自然科学の実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
　④　インターンシップや卒業研究等を通して、科学と技術の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。

情報通信コース
　総合工学科のカリキュラムポリシーに加え、情報通信コースでは、以下の方針に従ってカリキュラムを編成する。
　①　情報通信の中核となる情報通信工学基礎、情報処理等の知識と技術を体系的に習得させる。
②　情報通信を支える電気電子・通信、ネットワーク、計算機システム等の情報・電子系に必要とされる基本的な知識を習得させる。
　③　情報通信の実験・実習科目を通して、論理的かつ実践的思考能力を育成する。
　④　インターンシップや卒業研究等を通して、情報通信の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を育成する。



　仙台高等専門学校は目標とする人材を育成するため、本校に在籍し専攻科課程において以下に掲げるような能力・姿勢を身に付
け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。
　①　実践的技術者としての高度にかつ幅広い基本的能力・素養
　②　融合複合領域におけるエンジニアリングデザイン能力
　③　国際的に通用するコミュニケーション能力
　④　社会的責任を考えて研究・開発する能力
　⑤　高度な実践的技術者に求められるチームワーク力、リーダーシップ力、企画調整力

■専攻科のディプロマポリシー

　ディプロマ・ポリシーに掲げた能力の育成を目的に、専攻科では、準学士課程で培った実践的かつ創造的能力、及び人間力を更に高
め、融合複合領域において国際的に通用する高度な実践的技術者を養成するため、以下の内容を備えたカリキュラムを編成する。
①　準学士課程で培った実践的技術者としての基本的能力・素養をより高度にかつ幅広く習得することが可能な、一般・専門科目

群を配置する。
②　融合複合領域におけるエンジニアリングデザイン能力を育成するために、専攻実験・専攻研究等の異なる技術の創造的な融合
に取り組む科目を配置する。

③　国際的に通用するコミュニケーション能力を育成するために、英語、専攻英語、専攻研究等の日本語・外国語による討論や対外
的な研究発表を行う科目を配置する。

④　社会的責任を考えて研究・開発する能力を育成するために、倫理観を涵養する技術者倫理、思想史、及び地域・企業と連携して
教育するインターンシップ等の科目を配置する。

⑤　高度な実践的技術者に求められるチームワーク力、リーダーシップ力、企画調整力を育成する科目、創造工学演習、専攻実験・
演習、専攻研究等を配置する。

　これらの科目群に係る単位修得の認定は、定期試験並びに小テスト、レポートなどの成績を総合的に評価し認定する。
　　科目の成績は、下記の基準により評価する。
　　　　　Ｓ（90～100点） 特優 　　　Ａ（80～89点） 優　　　Ｂ（70～79点）  良　　　Ｃ（60～69点） 可　　　Ｄ（0～59点）  不可

■専攻科のカリキュラムポリシー

教育体制

・生産システムデザイン工学系

学科（準学士課程） 専攻科

生産システムデザイン工学専攻

総合科学系（一般科目・各学科共通科目）

情報電子システム工学専攻

機械システム工学科・電気システム工学科
マテリアル環境工学科・建築デザイン学科

・情報電子システム工学系
知能エレクトロニクス工学科・情報システム工学科
情報ネットワーク工学科

・生産システムデザイン工学専攻
生産システム工学コース
建築デザイン学コース

・情報電子システム工学専攻
情報電子システム工学コース

　下図は、本校の教育体制における準学
士課程（機械システム工学科、電気シス
テム工学科、マテリアル環境工学科、建
築デザイン学科、知能エレクトロニクス
工学科、情報システム工学科、情報ネッ
トワーク工学科、及び総合科学系）と、専
攻科課程（生産システムデザイン工学専
攻、情報電子システム工学専攻）の関係
を表しています。

専攻科課程
（２年間）

準学士課程
（５年間）

機械
システム
工学科

知能
エレクトロニクス

工学科

情報
システム
工学科

情報
ネットワーク
工学科

電気
システム
工学科

マテリアル
環境
工学科

建築
デザイン
学科

平成28年度以前入学者

Ⅰ類
総合工学科（準学士課程） 専攻科

情報電子システム工学専攻 生産システムデザイン工学専攻

情報システムコース・情報通信コース・知能エレクトロニクスコース

Ⅱ類
ロボティクスコース・マテリアル環境コース・機械・エネルギーコース

Ⅲ類
建築デザインコース

専攻科課程
（２年間）

準学士課程
（５年間）

平成29年度以降入学者

応用科学コース

・情報電子システム工学専攻
　　　情報電子システム工学コース

・生産システムデザイン工学専攻
　　　生産システム工学コース
　　　建築デザイン学コース

知能
エレクトロニクス

コース
応用科学
コース

情報システム
コース

情報通信
コース

ロボティクス
コース

マテリアル環境
コース

機械・
エネルギー
コース

建築デザイン
コース



JABEE修了証書授与式

JABEE認定教育プログラム
　日本技術者教育認定機構（JABEE）は、学問を教える工学教育から技術者を育てる

技術者教育への転換を実現し、日本の技術水準を国際水準に整合させる目的で設立

されました。JABEE認定制度は平成13年度から始まり、平成13年度は３大学が認定を

受けました。仙台高専専攻科の前身である宮城高専専攻科と仙台電波高専専攻科

は、翌14年度に東北の大学及び全国の高専専攻科では最初に認定を受けました。

平成19年度及び平成24年度に継続認定となり、仙台高専の教育システム・卒業生の

能力は、大学と同等であることが国際的に認められています。

　準学士課程４年次（一部３年次科目を含む）から専攻科２年次までの４年間は、次の２つのプログラムに基づいた教育が行わ

れます。各プログラムは、４年制大学の教育内容が保証されるとともに、国際化に対応したものとして高い評価を得ているもの

です。したがって、この教育プログラムを修了すると、技術者に必要な基礎教育を完了したものとして技術士第１次試験を免除

されて直接「修習技術者」となり、一定の条件のもとでの経験年数を経て、技術士の受験資格が得られます。

高専の学校制度
　右図は、学校制度における、高専の学科（準学士課程）及び高専専攻

科（専攻科課程）の位置付けを表しています。

中学校卒業者は、高専（準学士課程）への入学資格があります。
高校卒業者は、高専（準学士課程）への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、大学への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、高専専攻科課程への入学資格が
あります。
専攻科課程を修了し、大学改革支援・学位授与機構から「学
士」の学位を授与された者は、大学院への入学資格がありま
す。

中学校

高等学校
高専（準学士課程）

専攻科課程

社会
産業界

大学

修士課程

博士課程
大学院

（博士）

（修士）

（学士）

（準学士）

（学士）

大学院

編入学

編入学

進学

■日本技術者教育認定機構（JABEE）認定の教育プログラム

情報電子システム工学プログラム
　本プログラムは、電子情報通信・コンピュータ及び関連の工

学分野で 、JABEE認定を受けました。新たな高度情報電子技術

産業の創出を促進するために、人間・社会・環境に優しい技術

開発に携わることができる、高度なエンジニアリングデザイン

能力を身に付けた国際的に通用するエンジニアを養成します。

広瀬キャンパス

生産システムデザイン工学プログラム
　本プログラムは、工学（融合複合・新領域）及びその関連の工

学分野で、JABEE認定を受けました。人類と自然が調和した社

会の実現に向けて、総合的な技術革新に携わることができる、

高度なエンジニアリングデザイン能力を身に付けた国際的に通

用するエンジニアを養成します。

名取キャンパス



歴代校長・名誉教授 平成29年４月１日現在

■仙台電波工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 角　川　　　正 昭和46年４月１日～昭和49年12月21日
第２代 平　原　榮　治 昭和50年４月３日～昭和58年３月31日
第３代 髙　橋　　　正 昭和58年４月３日～平成２年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第４代 山　田　竹　實 平成２年４月１日～平成９年３月31日
第５代 渡　辺　英　夫 平成９年４月１日～平成17年３月31日
第６代 宮　城　光　信 平成17年４月２日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
髙　橋　　　正 平成２年８月16日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日
今　野　　　眞 平成19年４月１日
浅　見　誠　治 平成19年４月１日中　川　一　郎 平成３年５月27日

横　田　慎　一 平成８年４月１日 服　部　正　行 平成19年４月１日
福　島　正　忠 平成19年４月１日古　谷　恒　雄 平成10年４月１日
鹿　股　昭　雄 平成20年４月１日
熊　谷　正　純 平成21年４月１日

長　島　富太郎 平成12年４月１日

中　林　　　撰 平成15年４月１日
竹　内　登志男 平成15年４月１日
根　岸　幸　康 平成16年４月１日
三　浦　幹　雄 平成16年４月１日
渡　辺　英　夫 平成17年４月１日
細　川　幸　也 平成17年４月１日宮　城　　　篤 平成13年４月１日

■宮城工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 黒　川　利　雄 昭和38年４月１日
第２代 鈴　木　廉三九 昭和38年４月２日～昭和51年４月１日
第３代 河　上　房　義 昭和51年４月１日～昭和58年４月１日
第４代 山　口　　　格 昭和58年４月１日～平成元年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第５代 矢　澤　　　彬 平成元年４月１日～平成７年３月31日
第６代 斉　藤　正三郎 平成７年４月２日～平成12年３月31日
第７代 四ツ柳　隆　夫 平成12年４月２日～平成19年３月31日
第８代 宮　城　光　信 平成19年４月１日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日

百　瀬　　　丘 平成17年４月１日

丹　野　浩　一 平成17年４月１日水　谷　　　敏 昭和63年４月１日
小　枝　昌　造 平成４年４月１日
石　井　　　浩 平成５年４月１日
伊　藤　繁　巳 平成５年４月１日
斉　藤　克　己 平成６年４月１日
早　坂　高　則 平成６年４月１日

有　川　　　晉 平成８年４月１日
鈴　木　昭　逸 平成８年４月１日
桑　原　孝　夫 平成９年４月１日

木　村　  　 茂 平成９年４月１日
渡　辺　 　  宏 平成10年４月１日
阿　部　邦　利 平成12年３月16日
千　葉　胤　明 平成12年３月27日
斉　藤　正三郎 平成12年４月１日
岡　田　將　彦 平成12年４月１日
大　泉　智　壽 平成14年４月１日
小　野　堯　之 平成15年４月１日
坂　本　政　祀 平成15年４月１日

早　坂　　　茂 平成７年４月１日

氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日 氏名 称号授与年月日

■仙台高等専門学校
歴代校長

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 宮　城　光　信 平成21年10月１日～平成22年３月31日

Honorary  Professor

授与理由
本校卒業後モンゴル国教育・科学大臣に就任、学術交流に尽力した

第２代 内　田　龍　男 平成22年４月２日～平成28年３月31日

名誉教授

第３代 福　村　裕　史 平成28年４月１日～

宮　城　光　信 平成22年４月１日
花　熊　克　友 平成22年４月１日
千　葉　正　昭 平成23年４月１日
生　田　信　之 平成23年４月１日
高　村　　　潔 平成23年４月１日
伊　藤　憲　雄 平成23年４月１日
青　木　恭　介 平成23年４月１日
本　間　敏　行 平成23年４月１日
逢　坂　雄　美 平成23年４月１日

野　田　泰　久 平成23年４月１日
加　藤　　　靖 平成23年４月１日
松　谷　　　保
柴　田　公　博
名久井　孝　義
小野寺　重　文
石　山　純　一
丹　野　　　顯
鯨　井　千佐登

平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成24年４月１日
平成25年４月１日
平成25年４月１日
平成26年４月１日

内　田　龍　男 平成28年４月１日
佐　藤　安　功 平成28年４月１日
佐々木　典　彦 平成28年４月１日
大　泉　哲　哉 平成28年４月１日

平成28年４月１日鈴　木　隆　之

海　野　啓　明
鈴　木　吉　朗
櫻　井　　　宏
羽　賀　浩　一

平成26年４月１日
平成27年４月１日
平成27年４月１日
平成27年４月１日

庄　司　　　彰 平成18年４月１日
唐　澤　信　司 平成18年４月１日
四ツ柳　隆　夫 平成19年４月１日
松　浦　　　眞 平成19年４月１日
池　田　千　里 平成19年４月１日
佐々木　悊　彦 平成20年４月１日
澁　谷　純　一 平成20年４月１日
田　口　　　收 平成20年４月１日
吉　田　光　彦 平成21年４月１日

氏名
Luvsannyam  Gantumur

国籍
モンゴル

称号授与年月日
平成25年４月12日



昭和43年度 金属工学科を新増設

昭和61年度 金属工学科を材料工学科に改組

平成３年度 ２専門履修コース設置

平成10年度 専攻科を設置　生産システム工学専攻
　　　　　　　建築・情報デザイン学専攻

平成15年度 JABEE認定 生産システムデザイン工学プログラム
 ―工学（融合複合・新領域）分野―

JABEE認定 電子情報システム工学プログラム
 ―電気・電子・情報通信及びその関連分野―
 （平成22年３月に名称が「情報電子システム工学プログラム」に変更）

平成５年度 情報デザイン学科を増設

平成16年度 独立行政法人国立高等専門学校機構
宮城工業高等専門学校となる

独立行政法人国立高等専門学校機構
仙台電波工業高等専門学校となる

昭和38年４月１日

昭和20年４月１日

宮城工業高等専門学校設置
機械工学科、電気工学科、建築学科

昭和24年５月31日 国立仙台電波高等学校となる

昭和52年度 電波通信学科１学級を電子工学科に改組

昭和53年度 情報工学科を新設

昭和60年度 電子制御工学科を新設

平成元年度 電波通信学科を情報通信工学科に改称

専攻科を設置　電子システム工学専攻
　　　　　　　情報システム工学専攻

昭和46年４月１日 仙台電波工業高等専門学校となる
電波通信学科（２学級）

昭和18年１月22日
　　　　 ４月 １ 日
　　　　11月 １ 日

平成21年10月１日

仙台高等専門学校

宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校を高度化再編し、仙台高等専門学校を設置
学　科／機械システム工学科、電気システム工学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン学科、
　　　　知能エレクトロニクス工学科、情報システム工学科、情報ネットワーク工学科
専攻科／生産システムデザイン工学専攻、情報電子システム工学専攻
地域人材開発本部（地域イノベーションセンター、co-op教育センター、ICT先端開発センター）を設置

平成27年５月１日 地域人材開発本部を廃止し、研究推進センターを設置

　我が国の産業のめざましい発展と科学技術の著しい高度化に伴い、有為な技術者の養成が社会の各方面から強く要望され、昭

和36年の学校教育法の一部改正により、高等教育機関として新たに中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等専門学校制

度が発足しました。現在、51国立高専と３公立高専、３私立高専が設置されています。

　本校は、宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校とを高度化再編し、平成21年10月１日に仙台高等専門学校（名取

キャンパス・広瀬キャンパス）として設置したものです。

宮城工業高等専門学校 仙台電波工業高等専門学校

（財）東北無線電信講習所設置
特科を設置
逓信省所管の官立無線電信講習所仙台支所となる

官制改正により官立仙台無線電信講習所として独立

沿革



平成29年４月１日

学科改組し、一学科とし、学科の下に以下を設置
学　科／総合工学科
コース／情報システムコース、情報通信コース、知能エレクトロニクスコース、ロボティクスコース、マテリアル環境コース、
　　　　機械・エネルギーコース、建築デザインコース、応用科学コース
研究推進センターを廃止、
教育改革推進センター、研究戦略企画センターを設置

■特　徴

■平成21年10月高度化再編の概要

  ２キャンパス・７学科の豊富な学科構成
　名取キャンパスの生産システムデザイン工学系４学科と、広瀬キャンパスの情報電子システム工学系３学科
とによる豊富な学科構成となっており、工学基礎力と融合複合領域への技術的･学問的素養を兼ね備えた、幅広
い場で活躍する実践的･創造的技術者を養成します。
　  入学定員を大幅に拡張した専攻科
　科学技術の進展が急速な社会で、国際的に活躍できる高度な実践的技術者を養成するために、高等専門学校の
５年間の準学士課程の上に、入学定員70名の専攻科が設置されています。２年間の専攻科課程を修了後は、大学
卒と同等の学士（工学）を取得することができます。
　  地域と社会に貢献する３つのセンター
　地域社会との連携･地域貢献の核となる３つのセンターを設置し、地域の産業界との共同研究や技術相談、企
業人材教育への協力、企業技術者と連携した高専教育の推進、地域の理科教育支援を強化し、地域と社会の発展
に貢献します。

学科（入学定員200人）

機械工学科　電気工学科　建築学科　材料工学科
情報デザイン学科

再　　　　編／平成21年10月
学生受入開始／平成22年４月

・教育の質の向上
・地域産業界との連携強化
・高専広域連携の核

■宮城工業高等専門学校

■仙台高等専門学校

学科（入学定員280人）

機械システム工学科　電気システム工学科　マテリアル環境工学科　建築デザイン学科
知能エレクトロニクス工学科　情報システム工学科　情報ネットワーク工学科

地域人材開発本部

地域イノベーションセンター　CO-OP教育センター　ICT先端開発センター

専攻科（入学定員70人）

生産システムデザイン工学専攻　情報電子システム工学専攻

専攻科（入学定員20人）

生産システム工学専攻　建築・情報デザイン学専攻

●地域共同テクノセンター ●地域連携テクノセンター

学科（入学定員160人）

情報通信工学科　電子工学科　電子制御工学科
情報工学科

■仙台電波工業高等専門学校

専攻科（入学定員16人）

電子システム工学専攻　情報システム工学専攻

高度化再編



組織・運営体制

■仙台高等専門学校組織図
平成29年４月１日現在

校　長 副校長

・組織が置かれているキャンパスの区分
　　＊H 広瀬キャンパス
　　＊N 名取キャンパス
　　＊HN 各キャンパス

事務部

学務課

学生課

総務課 管理課

総合工学科

専攻科

研究戦略企画センター

施設課 企画室

教育改革推進センター

教育支援組織

特定事業組織

教育支援組織

＊H

＊H

＊H

＊N

＊N

＊N

＊N

＊HN

＊Ｈ

＊N

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN

＊HN ＊HN ＊H

＊HN ＊HN＊N

情 報 シ ス テ ム コ ー ス

情 報 通 信 コ ー ス

知能エレクトロニクスコース

ロ ボ テ ィ ク ス コ ー ス

マ テ リ ア ル 環 境 コ ー ス

機 械・エ ネ ル ギ ー コ ー ス

建 築 デ ザ イ ン コ ー ス

応 用 科 学 コ ー ス

広 報 室

国 際 交 流 室

情 報 戦 略 企 画 室

教 育 研 究 技 術 支 援 室

情報電子システム工学専攻

リベラルアーツ教育推進室

次 世 代 型 教 育 推 進 室

キ ャ リ ア 教 育 推 進 室

地 域 連 携 推 進 室

研 究 推 進 室

図 書 館

情 報 基 盤 セ ン タ ー

創 造 教 育 セ ン タ ー

学 生 相 談 室

生産システムデザイン工学専攻



知的財産委員会

リベラルアーツ教育推進室会議 
次世代型教育推進室会議 
キャリア教育推進室会議 

人間対象研究倫理委員会

＊名取キャンパス・広瀬キャンパスに
　それぞれ設置する会議等

運 営 会 議

教育改革推進センター会議

研究戦略企画センター会議

企 画 調 整 会 議

教 育・学 生 支 援 企 画 会 議

広 報 企 画 会 議
広 報 室

国 際 交 流 企 画 会 議

施設環境マスタープラン会議

総 務 企 画 会 議

評 価 ・ 改 善 統 括 室

男 女 共 同 参 画 委 員 会

将 来 構 想 委 員 会

特 別 支 援 室

教 育 研 究 技 術 支 援 室 委 員 会

危 機 管 理 委 員 会
入 学 試 験 委 員 会
教 員 人 事 委 員 会
情報セキュリティ管理委員会
ハラスメント・体罰防止対策委員会
賞 罰 委 員 会
設備整備マスタープラン検討委員会
教育研究支援基金運営委員会
情 報 基 盤 セ ン タ ー 委 員 会
創 造 教 育 セ ン タ ー 委 員 会
学 生 相 談 室 委 員 会

評 価 室
改 善 室
Ｆ Ｄ 室

教 務 統 括 室
学 生 支 援 統 括 室
寮 生 支 援 統 括 室
専 攻 科 統 括 室

国 際 交 流 委 員 会

教 員 会 議

教 科 担 当 者 会 議
次 世 代 型 教 育 推 進 室 会 議
キ ャ リ ア 教 育 推 進 会 議

施設・環境マネジメント委員会

危 機 管 理 室

教 員 人 事 委 員 会

設 備 整 備 専 門 委 員 会

情 報 基 盤 セ ン タ ー

特 別 支 援 室
教育研究技術支援室運営委員会

図 書 委 員 会

学 生 相 談 室 運 営 委 員 会

安 全 衛 生 委 員 会
防 災 対 策 委 員 会
教 務 企 画 室
学 生 支 援 室
寮 生 支 援 室
専 攻 科 企 画 室

国 際 交 流 室

男女共同参画推進室会議

評 価 室
改 善 室
Ｆ Ｄ 室

コ ー ス 会 議
ユ ニ ッ ト 会 議
専 攻 科 会 議

進 級 認 定 会 議
卒 業 認 定 会 議
修 了 認 定 会 議

広報誌等作成部会／HP企画
運用部会／情報収集・発信部会

■仙台高等専門学校新運営組織図
平成29年４月１日現在

運
営
諮
問
会
議

校　
　
　

長



■仙台高等専門学校運営体制図

教育研究技術支援室
教育研究技術支援室＊N 第一班、第二班、第三班

総 務 課

管 理 課

学 務 課

学 生 課

施 設 課

企 画 室

○教務・学生・寮務担当の副校長は各キャンパスの主事を兼ねる。

平成29年４月１日現在

＊H 広瀬キャンパス
＊N 名取キャンパス
＊HN 両キャンパス

統　括
副統括

統　括
副統括

統　括
副統括

統　括
副統括

校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

副　

校　

長　
（
総
務
担
当
）２

副校長（教務・次世代型教育担当）【教務主事＊N】

副校長（教務・次世代型教育担当）【教務主事＊Ｈ】

副校長（学生担当）【学生主事＊Ｈ】

副校長（学生担当）【学生主事＊Ｎ】

副校長（寮務担当）【寮務主事＊N】

副校長（寮務担当）【寮務主事＊Ｈ】

副校長（専攻科担当）【専攻長＊Ｈ】

副校長（専攻科担当）【専攻長＊Ｎ】

副校長（研究・産学連携担当＊N）

副校長（研究・産学連携担当＊Ｈ）

広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
＊H

名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
＊N

教
員（
コ
ー
ス
・
専
攻
科
・
セ
ン
タ
ー
・
室
・
委
員
会
・
ユ
ニ
ッ
ト
）

＊HN

＊HN

＊N

＊H

＊HN

＊HN

事　

務　

部

総務係
人事・労務係
情報企画係
庶務係
図書係

財務係
契約係
会計係

学務係
入試係
学生係

教務係
学生支援係
学生生活係

建築係
設備係
電気係
施設管理係
施設係

企画運営係
研究支援係
連携・国際交流係

教育研究技術支援室＊H 第一班、第二班



教職員の現員 平成29年７月１日現在

平成29年４月１日現在

■教員の年齢構成
年齢区分

21～30
31～40
41～50
51～60
61～70
計

教授
男

12
30
8
50

准教授
女

1
3
1
5

男

10
25
6
2
43

女

4
3

7

女
1
3
1

5

合計
男
2
20
38
36
10
106

女
1
7
5
3
1
17

計
3
27
43
39
11
123

講師
男

1

1

女

0

助教・助手
男
2
10

12

■現員
校長

１
教授

55
准教授

50
講師

1
助教・助手

17
小計

124
職員

88
合計

212

役職員
校　長 　福　村　裕　史

事務部長 根　本　直　之

総務課長 荒　　　孝　二

学務課長 飯　島　賢　道

施設課長 江　川　　　豊

管理課長 岩　澤　一　雄

学生課長 黒　田　義　弘

企画室長 水戸辺　栄　一

副校長（総務担当）・総合工学科長
教育研究技術支援室長 〔名取〕 内　海　康　雄
副校長（教務担当兼次世代型教育担当）・教務主事 〔名取〕・
教育改革推進センター長・Ⅱ類長・Ⅲ類長 佐　藤　一　志

副校長（学生担当）・学生主事 〔名取〕 浅　田　　　格

副校長（寮務担当）・寮務主事 〔名取〕 熊　谷　晃　一

副校長（研究・産学連携担当） 〔名取〕・副専攻科長
研究戦略企画センター長 遠　藤　智　明

図書館長 〔名取〕 岡　﨑　久美子

導入教育主任 佐　藤　友　章

総合科学系文科長 飯　田　清　志

総合科学系理数科長 今　野　一　弥

機械・エネルギーコース主任・
機械システム工学科長 石　川　信　幸

ロボティスクコース主任・
電気システム工学科長 中　村　富　雄
マテリアル環境コース主任・
マテリアル環境工学科長 北　川　明　生

建築デザインコース主任・建築デザイン学科長 坂　口　大　洋

副校長（専攻科担当）・
生産システムデザイン工学専攻長 本　郷　　　哲

副校長（学生担当）・学生主事 〔広瀬〕 久保田　佳　克

副校長（寮務担当）・寮務主事 〔広瀬〕 伊　勢　英　明

林　　　忠　之副校長（研究・産学連携担当） 〔広瀬〕・専攻科長
環境戦略企画センター副センター長

図書館長 〔広瀬〕 福　地　和　則

導入教育主任・総合科学系長 小　松　京　嗣

知能エレクトロニクスコース主任・
知能エレクトロニクス工学科長 那　須　潜　思

情報システムコース主任 早　川　吉　弘

総合科学系・副系長 矢　澤　　　睦

情報システム工学科長 熊　谷　和　志
情報通信コース主任・
情報ネットワーク工学科長 平　塚　眞　彦

副校長（専攻科担当）・
情報電子システム工学専攻長 松　枝　宏　明

副校長（教務担当兼次世代型教育担当）・教務主事〔広瀬〕
教育改革推進センター副センター長・Ⅰ類長 白　根　　　崇

副校長（総務担当）・副総合工学科長
教育研究技術支援室長 〔広瀬〕 馬　場　一　隆











































現行学科紹介



教育改革推進センター
教育改革推進センター
（センター長：佐藤一志　副センター長：白根崇）
　仙台高専の教育改革を推進し、教育内容の改善並びに質の向上を目指して教育改革推進センターが設置されました。教育改

革推進センターには、リベラルアーツ教育推進室、次世代型教育推進室、キャリア教育推進室を置き、専門教育・キャリア教育・

人文社会・一般数理をカリキュラムの4本柱とする全人教育をサポートします。

リベラルアーツ教育推進室
（室長：小松京嗣　副室長：飯田清志）
　リベラルアーツ教育推進室は、人文社会、一般数理からなる人生を豊かにするリベラルアーツ教育に関する教育システムを

運営するとともに、社会人基礎力の獲得と科目間連携の推進による高専ならではの学際的リベラルアーツ教育の充実と質の

向上を目指し、教育改革を推進します。

次世代型教育推進室
（室長：矢島邦昭　副室長：若生一広）
　次世代型教育推進室は、全ての学生のより深い学びを実現するために、新しい教育方法を取り入れ教育改革を推進します。

そのために必要となる教員の教育能力の開発、授業カリキュラムの開発、教育インフラの整備など幅広い活動を行います。ま

た、本校での次世代型教育の推進について情報発信を行い、全国高専の教育改革に貢献します。

キャリア教育推進室
（室長：浅田格　副室長：竹島久志）
　キャリア教育推進室は、低学年からのキャリア教育を実施し、学生のより良いキャリア形成を推進します。また、インターン

シップや就職支援などの具体的なキャリア支援を行います。

協学実習：下級生指導を通じたリーダーシップ、　　　　　　　
コミュニケーション能力育成（次世代型教育推進室）

キャリア支援講習会（キャリア教育推進室）



研究戦略企画センター
　平成29年度に、仙台高専が総合工学科1学科３類８コースのコース制を導入
したのを機会に、研究・産学連携の拠点として、研究戦略企画センターが設置さ
れました。研究戦略企画センターは、従来の研究推進センターを基礎に、発展的
に新しい組織として発足しました。
　研究戦略企画センターは、学内の研究を統括する研究推進室と、地域と連携す
るための地域連携推進室で構成されています。
　研究推進室は、研究の更なる活性化のために、教員で組織した研究グループ化
を中心に研究を推進する組織です。
　また、現在では仙台高専産学連携振興会という企業協力会を中心に、地域企業
の方々、国の機関、地方自治体の支援を受けながら、これら実社会で活躍される
方々に、直接本校の学生をご指導いただく機会も増えてきました。このため、地
域との連携を強化し地方創生に貢献できるように、地域連携推進室が立ち上が
りました。具体的な活動としては、専攻科生を対象とした課題解決型インターン
シップ、東北地区６高専専攻科産学連携シンポジウム、地域企業理解促進事業な
どの催しを行っています。
　学生、教員、事務職員が一丸となってこれらの活動を広げるとともに、地域の
方々との連携を強め、地域の発展に貢献できる組織として機能するよう努めて
いきます。

■研究戦略企画センターと地域連携

研究戦略企画センター（名取キャンパス )

研究戦略企画センター（広瀬キャンパス )

課題解決型インターンシップのための企業説明会 地域企業を理解するための見学ツアー





図書館
　図書館は学習と情報提供の中心的役割を果たしています。工学系専門書や、小説・実用書・各種雑誌が並び、学生によく利用さ

れています。また、蔵書目録の検索はパソコンを活用し、視聴覚資料なども利用できます。相互利用システムを利用して、本校にな

い資料についても迅速に取り寄せできます。

　さらに、本校の教職員・学生のみならず、地域の方々にも開放しています。

学生 １日平均

5,005冊

2,591人

貸出冊数

貸出者数

20.7冊

10.7人

教職員 １日平均

371冊

186人

貸出冊数

貸出者数

1.5冊

0.8人

総学生数入館者数 開館日数

927人
（年間１人2.8回、5.4冊）

34,430人
（１日平均142.3人）

242日
（月平均20.2日）

■平成28年度利用状況

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

産業

芸術

言語

文学

その他

計

■名取キャンパス図書館　蔵書数

 2,872 267 3,139 3.68

 3,569 379 3,948 4.63

 4,928 174 5,102 5.99 

 7,649 311 7,960 9.34 

 12,900 1,343 14,243 16.72

 19,399 1,061 20,460 24.02

 943 9 952 1.12 

 4,915 160 5,075 5.96

 3,589 1,769 5,358 6.29 

 10,924 922 11,846 13.91 

 7,101 0 7,101 8.34

 78,789 6,395 85,184 100.00

区分
種別

和漢書（冊） 洋書（冊）
図書冊数

総計（冊） 分類別比率（％）

総記

哲学

歴史

社会科学

自然科学

工学

産業

芸術

言語

文学

その他

計

■広瀬キャンパス図書館　蔵書数

 7,079 108 7,187 11.70 

 2,168 47 2,215 3.61 

 3,857 70 3,927 6.39 

 4,960 61 5,021 8.17 

 10,788 569 11,357 18.49 

 10,183 487 10,670 17.37 

 918 12 930 1.51 

 2,527 44 2,571 4.19 

 1,885 182 2,067 3.36 

 11,611 183 11,794 19.20 

 250 3,441 3,692 6.01

 56,226 5,204 61,431 100.00

学生 １日平均

5,303冊

2,565人

貸出冊数

貸出者数

22.3冊

10.8人

教職員 １日平均

1,068冊

303人

貸出冊数

貸出者数

4.5冊

1.3人

総学生数入館者数 開館日数

659人
（年間１人3.9回、8.0冊）

19,072人
（１日平均80.1人）

238日
（月平均19.8日）

■平成28年度利用状況



























学生会総会

会　　　長

執　行　部 専門委員会 技術研究部会 応　援　団 運 動 部 会 文 化 部 会 学　級　会 審　議　会 選挙管理委員会

実行委員会 広　　　報 メカトロニクス
ソフトウエア
理科体験教室
高専女子活動
推進部会　　

硬式野球、
バドミントン（男子・女子）、
バレーボール（男子・女子）、
陸上競技、卓球、水泳、
ソフトテニス、ラグビー、
テニス、ワンダーフォーゲル、
バスケットボール（男子・女子）、
サッカー、アーチェリー、柔道、
剣道、自転車、ハンドボール

吹奏楽、軽音楽、写真、
アマチュア無線、天文、
茶道、文芸、書道、
自動車、美術、ESS、
囲碁、ボランティア、
動画研究

監　事　会 評　議　会

◆名取キャンパス

学生会総会

監　　　査

応　援　団 行事委員会 選挙管理委員会 高専祭実行委員会 文化部会運動部会

［クラブ］
陸上競技、バドミントン
バスケットボール、
バレーボール（男子・女子）、
ソフトテニス、卓球、
サッカー、硬式野球、
剣道、山岳、
ラグビーフットボール、
テニス、ハンドボール、水泳

［クラブ］
吹奏楽、軽音楽、
写真、アマチュア無線、
科学、筝曲、囲碁将棋、
茶道華道、美術、DTM、
プログラミング

評　議　会 役　員　会

◆広瀬キャンパス



◆収入　865,083,417円 ◆支出　863,041,028円

運営費交付金
342,462,693円

自己収入
398,131,893円

産学連携等研究収入
23,384,477円

寄附金事業収入
20,038,707円

その他補助金  22,655,647円 科学研究費  58,410,000円 人件費  47,815,594円

教育研究費
503,342,611円

一般管理費
187,393,992円

産学連携等研究経費
23,384,477円

寄附金事業費  20,038,707円
その他補助金  22,655,647円

科学研究費  58,410,000円



①東北大学大学院工学研究科、情報科学研究科、
　環境科学研究科と協定
②東北大学サイバーサイエンスセンターと協定
③東北大学大学院医工学研究科と協定
④山形大学工学部と協定
⑤宮城県高等看護学校と協定
⑥東北工業大学と協定
⑦学都仙台コンソーシアム
⑧ｅラーニング高等教育連携に係る
　遠隔教育による単位互換に関する協定

■大学等教育研究機関

①商工組合中央金庫仙台支店と連携協定

②杜の都信用金庫と連携協定

■金融機関

仙台高専

①宮城県と基盤技術高度化支援にかかる
　相互協力協定
②名取市と連携協定
③宮城県立がんセンターと連携協定
④宮城県産業技術総合センターと連携協定
⑤東松島市と震災復興に向けた連携協定
⑥宮城県・仙台市と協働教育基盤による地域
　高度人材の育成に関する協定

■官公庁

①産学連携振興会
   （法人会員（平成29年9月１日現在）139）
②みやぎ産業振興機構と連携協定

■産業界



フランス
リールA技術短期大学

アルトワ大学

ドイツ
フェリックス-フェッヒェンバッハ-ベルーフスコレーク

フィンランド
メトロポリア応用科学大学
トゥルク応用科学大学
オウル応用科学大学

韓国
仁荷工業専門大学
青雲大学校

タイ
キングモンクット工科大学ラカバン校
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キャンパスマップ

1 正門＜名取＞

＜広瀬＞

2 守衛室
3 １号棟（事務棟）
4 ２号棟（萩工会館）
5 ３号棟（総合科学教育棟）
6 ４号棟（研究戦略企画センター）

17 プール
18 陸上競技場
19 野球場
20 テニスコート
21 弓道場・アーチェリー場
22 合宿研修施設
23 萩花寮

7 ５号棟（共通演習棟）
8 ６号棟（建築・電気棟）
9 ７号棟（図書館）
10 ８号棟（機械・マテリアル環境棟）
11 ９号棟（専攻科研究棟）
12 10号棟（創造教育センター）
13 11号棟（電子計算機室）
14 12号棟（第１体育館）
15 13号棟（武道館）
16 14号棟（第２体育館）

1 正門
2 守衛室
3 １号棟（管理棟）
4 ２号棟（図書館）
5 ３号棟（研究実験棟）
6 ４号棟（講義棟）
7 ５号棟（電子計算機室）

8 ６号棟（旧電子工学科棟・情報工学科棟）
9 ７号棟（情報処理設計工作室）
10 ８号棟（旧電子制御工学科棟）

18 合宿研修所
19 松韻寮
20 陸上競技場
21 野球場
22 テニスコート
23 ハンドボールコート

11 ９号棟（地域連携テクノセンター）
12 10号棟（専攻科研究実験棟）
13 11号棟（創造教育棟）
14 12号棟（松韻会館）
15 13号棟（第１体育館）
16 14号棟（第２体育館）
17 15号棟（武道館）



校歌
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ

 萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る

 自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに

 たゆまぬ努力で　叡智を磨く

 友よ究めん　科学の真理

 ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら

校章
心のある技術者、そして、心に訴える
ものづくりができる人材を育ててほしい
という思いを込めて「心」を図案化

マスコットキャラクター
ロボットの「ロ」、キジの「ジ」、
新学科は七つで、タイ語で七の「ジェット」、
ロジックの「ロジ」から
「ロジェット」と命名

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も

 ひとつになりて　大海原へ

 友愛（あい）を奏でる　波の音

 溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる　

 友よ語らん　我らの使命

 ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力

３. 高き理想と　鍛えし技で

 宮城（ここ）を要に　花咲く文化

 新たな息吹　頬（ほほ)にうけ

 豊かな創造　時代を拓（ひら）く

 友よ学ばん　希望に燃えて

 ああ　仙台高専　輝く未来

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美

■デザイン

特　色 DIC254
プロセスカラー Ｃ100 / Ｍ60 / Ｙ18 / Ｋ0
RGBカラー Ｒ0 / Ｇ93 / Ｂ153

仙台高専マスコットキャラクター
「ロジェット」

収入・支出
54 平成28年度収入・支出額

土地・建物

教育・研究等活動
55 外部資金受入状況

産学官金連携（協定）一覧
56 国際交流

キャンパス
58 キャンパスマップ
59 アクセスマップ

40 図書館
41 情報基盤センター
42 創造教育棟

実験実習試作室
電子デバイス試作室

43 創造教育センター
44 学生相談室

特別支援室
45 学寮

施設
46 学生の定員及び現員

奨学生数
47 出身地別在学者数

編入学試験実施状況
48 入学志願者数の状況
49 卒業生の進路状況

●進路状況・・・・・・49
●就職状況・・・・・・50

52 学校行事
53 課外活動

学生と学生生活

広瀬図書館
ヨークベニマル

愛子小

作並街道作並街道

大門寺

広瀬中
ファミリーマートファミリーマート

至仙台至作並
愛子駅

広瀬川

愛
子
バ
イ
パ
ス

▲
南門

正門▶

広瀬キャンパス

作並街道

ファミリーマート

セブンイレブン

至
仙
台

至
岩
沼

名
取
駅

名取キャンパス

東北
新幹
線

東京インテリア東京インテリア

サッポロビールサッポロビール

幸楽苑
仙台調剤

増田西小

県立がん
センター

東京インテリア ヨークベニマルヨークベニマル

サッポロビール

ヨークベニマル

名取キャンパス

広瀬キャンパス

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から東北本線・常磐線・仙台空港アクセス線に乗車約14分
○JR名取駅下車、バス約10分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」 利用の場合
○名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約10分、「仙台高
専名取キャンパス前」下車、徒歩５分

■車 利用の場合
○東北道仙台南ICから約10km約20分
○仙台空港から約10km約15分

■航空機 利用の場合
○仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取
駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。

名取キャンパス（旧宮城工業高等専門学校）

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から仙山線に乗車約25分
○JR山形駅から仙山線快速で約55分
○JR愛子駅下車、徒歩約15分

■仙台市営バス 利用の場合
○仙台駅西口バスプールから、作並温泉、定義、白沢車庫行きに乗車約
42分、「仙台高専広瀬キャンパス入口」下車、徒歩５分

■車 利用の場合
○東北道仙台宮城ICから山形方面へ約6.5km約10分
○仙台駅から西道路、R48経由で約12.5km約30分

■航空機 利用の場合
○仙台空港からJR仙台駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約25分（快
速17分）。仙台駅からは、JRもしくは仙台市営バスをご利用ください。

広瀬キャンパス（旧仙台電波工業高等専門学校）
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